
H28年4月17日 AM8：35 ミーティングを終え出動する日赤救護員



被害状況
死者 88人
重軽傷者 2,244人
建物損壊 163,819棟
（熊本県災害対策本部調べ8月15日発表）
避難者 約180,000人（ピーク時）

熊本地震の特徴
今回の熊本地震では、4月14、16日の2度にわたって最大震度7
の大きな地震があり、その後に続く余震による不安から、車中
泊やテント泊をされる方が多くいらっしゃいました。また、避難
生活の長期化により、エコノミークラス症候群などで体調を崩
す方や、先の不安を抱え、こころのケアを必要とされる方が多く
いらっしゃいました。
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日本赤十字社が被災者に配分するため全国に備蓄している救援
物資には、毛布、安眠セット、緊急セットがあります。熊本地震で
は発災直後に救援物資を積んだトラックが出動し、避難所での
配布を行いました。

【安眠セットに含まれるもの】

□キャンピングマット　　  □枕
□アイマスク　　　　　　□耳栓
□スリッパ　　　　　　　□靴下など

【緊急セットに含まれるもの】
　　□携帯ラジオ　　　　　　□懐中電灯
□風呂敷　　　　　　　　□タオル
□軍手　　　　　　　　　□ケアセット
□ブックレット（災害時に気をつけたい症状）など
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坂井謙二（64）・寛美（67）さんご夫妻
（5月18日　ご自宅・益城町）

坂本智美さん・夢佳ちゃん（1歳）親子
（6月9日　乳幼児健診・西原村）

里山正秋さん（71）（左）・古閑昌子さん（68）（右）
（4月16日　避難所・御船町スポーツセンター）

小森節子さん（68）
（5月2日　避難所・御船町スポーツセンター）
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日本赤十字社は熊本地震発生直後から救護員を派遣し医療救護活動やこころのケアなど、被災者に寄り添う
活動を行っています。被災地で直接いただく「ありがとう」の言葉は、日赤の活動を支援くださる皆さまへ
の言葉です。今後も活動を通じて、皆さまの温かいお気持ちを被災地に届けてまいります。

＊そのほか、炊き出しなどボランティア活動の支援、青少年への防災教育、救急法や幼児安全法の講習、途上国への開発支援などに使用されます

 （熊本県 280億3,331万7,355円　大分県 1億7,036万6,543円）
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